
発電用原子炉施設の安全性に関する
総合的評価の概要 

原子力安全・保安院 



 目的 

  原子力発電所の更なる安全性の向上と安全性についての国民・住民の方々
の安心・信頼の確保のため、欧州諸国で導入されたストレステストを参考に、
新たな手続き、ルールに基づく安全評価を実施する。 

 
 

 概要 

○一次評価：（定期検査で停止中の原子力発電所について運転再開可否を判断） 

   定期検査中で起動準備の整った原子力発電所について順次、安全上重要な

施設・機器等が設計上の想定を超える事象に対し、どの程度の安全裕度を
有するかについて評価する。 

○二次評価：（運転中の原子力発電所について運転の継続又は中止を判断） 

  欧州諸国のストレステストの実施状況、事故調査・検証委員会の検討状況も
踏まえ、稼働中の発電所、一次評価の対象となった発電所も含めた全ての
原子力発電所を対象に、総合的な安全評価を実施する。 

安全性に関する総合的評価の目的と概要 

「我が国原子力発電所の安全性の確認について」（７月１１日） 
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 評価対象施設 

 全ての既設の発電用原子炉施設を対象とし、建設中のものを含める。ただし、
東京電力福島第一原子力発電所、福島第二原子力発電所及び廃止措置中で
あって燃料が発電所内に存在しないものは除く。 

 また、核燃料サイクル施設については別途実施を検討する。 
 

 

 

 実施計画 

○一次評価： 

 定期検査中で、起動準備の整った原子炉に対して順次実施する。 

○二次評価： 

 評価対象となる全ての発電用原子炉施設に対して実施する。事業者からの報
告の時期は2011年内を目処とするが、欧州諸国におけるストレステストの実施
状況、事故調査・検証委員会の検討状況を踏まえ、必要に応じて見直す。 

評価対象施設と実施計画 
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評価対象事象と安全裕度の評価の流れ 

事故の発生・進展 

多重の安全対策が機能不能 

炉心の重大な損傷 

建屋、施設・機器等の損傷 

津波 地震 

設計上の想定を超える 評価対象事象 

事象の進展 

設計上の想定を超える事象（地震、津波）が発生した場合に、その規模に応じて個別の機
器が順次機能喪失し、多重の安全対策が破られる結果として炉心損傷に至るまでの安全
上の余裕（システム全体としての余裕）がどの程度あるかについて評価する。 
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地震・津波の規模に応じてどの範囲
の機器等が損傷するかを評価 

 

上記の評価結果を使用して、炉心損
傷を防止するために取り得るシナリオ
を評価 

 

上記の評価の結果、炉心損傷を確実
に防止する手だてがなくなる地震や津
波のレベルを特定 

評価の方法 



原子炉が 
耐えられる 
津波高さ 

（例えば11.4 m） 
 

発生が想定される 
最大津波高さ 
（設計津波高さ） 
（例えば2.85m） 

安全裕度 

自然現象を予測 ストレステストで評価 

津波高さ 

ストレステストで確認する安全裕度のイメージ（大飯３号機の津波を例に） 

11 .4m 

2.85 m 
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(グランドレベル：+9.7m) 

原子炉格納容器 

蒸気発生器 

原子炉容器 

非常用ディーゼル発電機 

中央制御室 
バッテリー室（直流電源盤） 
高電圧用開閉装置 

タービン動補助給水ポンプ 

(+15.8m) 

(+3.5m) 

(+21.8m) 

(+26.0m) 

蒸気タービン 

電動補助給水ポンプ 

原子炉補機冷却水ポンプ 
(+7.0m) 

(+10.0m) 

← 

扉（※シール施工範囲 

  ＥＬ．11.4ｍまで） 

・余熱除去ポンプ 

・高圧注入ポンプ 

・充てんポンプ 

・使用済燃料ピットポンプ 

・制御用空気圧縮装置、等 

＜冷却水供給先＞ 

(ﾓｰﾀ下端：+4.65m) 
(+2.5m) 

変圧器(+13.5m) 

EL:0m 

燃料取替用水ポンプ 

(+13.5m) 
海水ポンプ 

消防ポンプ用 

燃料(+14.4m) 

津波評価のイメージ（大飯３号機を例に） 

余熱除去ポンプ 充てんポンプ 

(+3.5m) 

蓄圧タンク 

主蒸気逃がし弁 

(+17.1m) 

(+18.1m) 

制御用空気圧縮機 

津波発生を
想定 

津波高さに応じてどの機器等が被水・機能喪失するかを評価 

5 



国内審査の流れ 海外との連携 

事業者から報告書提出（第一号は大飯3号
（10/28）。以降、断続的に各電力会社から
提出が行われる見込み） 

事業者から提出された報告書は、直ちに
HP公表（保安院及び事業者） 

専門家からの意見聴取会を公開で開催 
審査の視点について意見を聴取 

事業者の報告内容について専門家も交
えて事業者から直接ヒアリング 

保安院の審査結果について意見聴取 

 
 
 
 
 

 

保安院としての評価を確定し、原子力安全
委員会へ報告 

 
原子力安全委員会による評価の公表 
 

  海外専門家を国内に招き

各国のストレステスト実
施状況等を聴取 

 IAEAから日本のテストの

実施方法の妥当性につき
レビューを受ける 

ストレステスト（一次評価）の審査の進め方 

反映 

 

・ストレステストの審査結果を地元に説明 

・再起動についての政治レベルでの判断 
 

反映 

・事業者に対する文書による質問や回答な
ど審査の進捗はHPで公開 

・国民・住民の疑問に答えるプロセスを導入 

審
査
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
化 
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審査は専門家の意見を聴取しながら実施（公開） 
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ストレステストの審査進捗状況の公開 

○ストレステストの審査の進捗状況をHPで公開するとともに、原子力安全・保安

院のホームページに、審査で確認すべき技術的事項に関する一般の方からの
質問や要望を受け付ける窓口を設ける。 

 



○想定以上の地震や津波に対する各原子炉施設の安全裕度を定量的に評価

することができる。 

まとめ 

原子力施設の安全性について、より一層の安心を提供する。 

効果的な安全確保対策を実施し、継続的な安全性の向上を図る。 
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○燃料の重大な損傷に至る事象の過程を明らかにし、潜在的な脆弱性を有す

る施設・機器類等を特定し、改善すべき点を明らかにすることができる。 

 



大飯３/４号 

泊１/２号 

伊方３号 

保安院での審査が終了したものについて
原安委による確認 

意見聴取会 
開催予定 

 

10/28 
（３号）  

12/22 12/8 11/29 11/18 11/14 

国際セミナー 

11/17 

IAEAレビュー 

意見聴取会は、基本的にそ
の時点までに提出されている
プラントについて、審査を行っ
ていく（並行審査） 

保安院による審査 

11/14 

IAEA等 

IAEAから日本のテストの実施方法の妥

当性につきレビューを受け、保安院の評
価手法はIAEAの安全基準に整合してい
るとの評価を受けた 

審査の進捗状況 

11/17 
（４号） 

海外専門家を交えた
拡大意見聴取会 

保安院へ 
報告書提出 
 

12/7 
（１号） 

川内１/２号 

玄海２号 

美浜３号 

1/6 1/18 

1/23～31 

12/14 

12/14 

12/21 

敦賀２号 

東通１号 

12/27 

12/27 

12/27 
（２号） 

2/8 

高浜１号 
1/13 

柏崎刈羽１/７号 
1/16 

大飯１号 
1/27 

志賀２号 
2/1 

※報告書に誤記が多数あり、再提出を指示（2/1） 

12/26 
現地調査 2/13 

原安委へ 
審査書提出 

 

2/20 

検討会開催 
2/29 

2/21 3/5 3/7 

3/9 

2/24-25現地調査 

※報告書に誤記があり、保安院確認中 

※報告書に誤記があり、事業者精査中 

 

保安院聴取会で議論 

原安委検討会で議論 


